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【研究背景】ペロブスカイトナノ結晶 (PeNCs) は、高い発光量子効率 (PLQY)、狭半値幅等の優
れた光学特性を有しており、遠隔医療等に応用可能な広い色域を有したディスプレイの発光材料

として期待されている。現在、PeNCsは、ホットインジェクション法 1)、再沈法 2)等のバッチプロ

セスによる作製が主流であり、高い光学特性を有する PeNCsの作製条件の確立や発光デバイスへ
の応用が達成されている。その一方で、バッチプロセスは、単位時間あたりの生産量が少なく、

スケールアップ合成に不向き 3)であり、実用性に乏しい手法である。これに対し、生産性に優れ

る連続フロープロセスによる PeNCsの作製法の確立が進められているが、未だ連続フロープロセ
スでは、高い光学特性を有する PeNCsの作製法が確立されていない。 
	 上記課題の解決の為、我々が注目したのが、薄膜式マイクロリアクターである。薄膜式マイク

ロリアクターは、連続フロープロセスの一種であり、混合・晶析・分散といった PeNCsの作製に
必要な操作を、高速回転するディスク上で同時に行うことができる画期的手法である。本研究で

は、薄膜式マイクロリアクターを用いて高い光学特性を有する PeNCsの作製を達成したので報告
する。 
【実験手法】PeNCs の作製は、薄膜式マイクロリアクター 
(Fig. 1 (a)) を用いて行った。A液から貧溶媒、B液から前駆
体溶液を注入する事で、回転ディスク上で PeNCs を作製し
た。前駆体溶液は、前駆体材料を良溶媒に溶解後、分散安定

性の向上等を目的として配位子を添加することで調製した。

また、本手法の有用性を明らかにする為、既存フロー合成手

法との比較を行った。その後、回転速度等の詳細検討を行っ

た。 
【結果】初めに、既存の連続フロープロセ

スである T 字ミキサー法との比較を行っ
た。両手法において、発光波長と半値幅に

大きな違いは見られなかった (Fig. 2 (a))。
その一方で、薄膜式マイクロリアクターを

用いることで、T 字ミキサー法に比べ、
PLQY の大幅な向上が確認できた（Fig. 2 
(b））。これは、ディスク間で 2液による薄
膜を形成することで反応を促進でき、且つ

ディスクの回転により流体にせん断力が

かかるため、粒子同士の凝集が抑制できる

為だと考えられる。実験条件等の詳細は、

当日報告する。 
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